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 本製品は、産業機械、工作機械、計測機器に使用されることを意図しています。 
(原子力設備および人命にかかわる医療機器などに使用しないでください。) 

 本製品はクラス A 機器です。本製品は家庭内環境において、電波障害を起こすこと
があります。その場合は使用者が十分な対策を行ってください。 

 本書に記載されている注意事項を必ず守ってください。注意事項を守らずに使用す
ると、重大な傷害や事故が起こる可能性があります。また、本書の指示に従わない
場合、本製品に備えられている保護が損なわれる恐れがあります。 

 

ご使用の前に 
 本書では、読者が電気関係、制御関係、コンピュータ関係および通信関係などの  

基礎知識を持っていることを前提としています。 

 本書で使用している図や数値例、画面例は、本書を理解しやすいように記載した  
ものであり、その結果の動作を保証するものではありません。 

 以下に示す損害をユーザーや第三者が被っても、当社は一切の責任を負いません。 
 本製品を使用した結果の影響による損害 
 当社において予測不可能な本製品の欠陥による損害 
 本製品の模倣品を使用した結果による損害 
 その他、すべての間接的損害 

 本製品を継続的かつ安全にご使用いただくために、定期的なメンテナンスが必要 
です。本製品の搭載部品には寿命があるものや経年変化するものがあります。 

 本書の記載内容は、お断りなく変更することがあります。本書の内容については、
万全を期しておりますが、万一ご不審な点やお気づきの点などがありましたら、  
当社までご連絡ください。 

 本書の一部または全部を無断で転載、複製することを禁じます。 

無線に関する注意 (NWS 通信付き) 
 本製品は、電波法に基づいて工事設計認証を受けた無線モジュールを内蔵していま

す。無線局の免許は不要です。また、分解および改造をしないでください。分解お
よび改造は法律で禁止されています。 

 本製品は外国での電波法には準じていません。日本国内でのみ使用してください。 

 本製品の周波数帯 (2.4 GHz) は、医療機器、Bluetooth、無線 LAN 機器などでも使
用されています。これらを利用した製品と本製品との間で、電波干渉が発生する場
合があります。 

 つぎのような環境では、電波状態が悪化したり、電波が届かなかったりする場合が
あります。 
 電子レンジなどの磁場、静電気、不要な輻射電波の発生する機器の近く 
 鉄筋コンクリート (マンションなど) や鉄骨構造の建物内 
 各無線機器の間に、人が入ったり横切ったりする場所 
 本製品と無線温度センサ変換器が金属類や液体で遮断される場所 

 電波を使用している関係上、第三者が故意または偶然に傍受することも考えられま
す。機密を要する重要な事柄や人命にかかわることには本製品を使用しないでくだ
さい。 

 重大な影響を及ぼす恐れのある機器では使用しないでください。まれに外部から同
じ周波数の電波や携帯電話の電波の影響を受け、誤動作、動作の低下、または動作
しなくなることがあります。 

 病院など、電波使用が禁止されている場所では、本製品を使用しないでください。
本製品の電波で電子機器や医療機器などに影響を及ぼす恐れがあります。 

 航空機の安全運航に支障をきたす恐れがあるため、本製品を持って航空機に搭乗す
る場合は、本製品の電源を OFF にしてください。 

 本製品の使用周波数帯 (2.4 GHz) では、電子レンジなどの  産業・科学・医療用機
器のほか、工場の製造ラインなどで使用されている移動体識別用の構内無線局 (免
許を要する無線局) および特定小電力無線局が運用されています。 
 本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線
 局が運用されていないことを確認してください。 
 万一、本製品と移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局との間で、電
 波干渉が発生した場合には、速やかに本製品の周波数グループを変更するか、使
 用する場所を変えるか、または本製品の使用を停止してください。 

 
輸出貿易管理令に関するご注意 

大量破壊兵器等 (軍事用途・軍事設備等) で使用されることがない様、最終用途や最終
客先を調査してください。 
なお、再販売についても不正に輸出されないよう、十分に注意してください。 
 
 

 

1. 概 要 

COM-KG は、ホストコンピュータと接続して通信するための USB 通信と以下の

通信機能に対応した USB 通信変換器です。お客様の用途に合わせて COM-KG を

ご使用ください (COM-KG ご使用前には、5. COM-KG を使用する前の確認を参

照してください)。 

・ローダ通信: 当社のローダ通信コネクタ付き調節計と COM-KG 間の通信 

・シリアル通信 (RS-485/RS-422A):  
 当社のシリアル通信機能付き調節計と COM-KG 間の通信 

・NWS 通信:  当社の無線温度センサ変換器NWS-MiniとCOM-KG間の無線通信 * 

* 無線通信ができるのは、指定した NWS-Mini 1 台です。 
 無線通信に関する設定は、6. 無線通信を開始するための設定

 以降を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Windows7 で USB 通信をするには、ホストコンピュータ (パソコン) 
に、専用 USB ドライバをインストールしておく必要があります。⁂ 
USB ドライバは、当社ホームページからダウンロードできます。 

https://www.rkcinst.co.jp/download-center/ 
⁂ インストールの途中、警告メッセージが表示される場合がありますが、そのまま
 インストールを続けてください。 

 
 Windows10でUSB通信をするときには、USBドライバのインストー

ルは不要です。 

 
1.1 現品の確認 

ご使用前に、以下の確認をしてください。 

 型式コード 
 付属品が揃っていること 
 外観 (ケース、端子部等) にキズや破損がないこと 
 
 
 
 
 

付属品の不足などがありましたら、当社営業所または代理店まで 
ご連絡ください。 

 
 

1.2 型式コード 

 
COM–KG– 

(1)(2) 

(1) ローダ通信ケーブル (オプション) 

N: ローダ通信ケーブルなし 

1: ローダ通信ケーブルW-BV-01付き (1.5 m) a 

3: ローダ通信ケーブルW-BV-03付き (1.5 m) b 

4: ローダ通信ケーブルW-BV-05付き (1.5 m) c 
 

(2) 無線 

N: 無線なし 

1: NWS 通信 (NWS-Mini) [日本国内使用限定] 
 
a RZ100/400, FB100/400/900,RB100/400/500/700/900, SRZ, AG500/PG500 用 
b PF900/901 用 
c FZ110/400/900, PZ400/PZ900/PZ401/PZ901, GZ400/900 用 
 

「(2) 無線」で「1: NWS 通信 (NWS-Mini)」を選択した場合は「(1) ローダ

通信ケーブル」は「N」になります。 
 

W-BV-05ケーブルの計器側コネクタは、USB規格には対応していません。 
USB 機器には接続しないでください。 

 
 

2. 各部の名称 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表示ランプ 

電源ランプ  

(PWR) [緑] 

 シリアル／ローダ通信モード時: 

USB ケーブルからの電源供給中: 点灯 

 NWS 通信モード時: 

電源 ON 1 秒後に 2 回点滅し、その後は点灯 

 メンテナンスモード時: 点滅 

データ送信ランプ

(TX) [緑] 

 シリアル通信 (RS-485/RS-422A) で送信中:  点滅 

 ローダ通信で送信中: 点滅 

データ受信ランプ

(RX) [橙] 

 シリアル通信 (RS-485/RS-422A) で受信中:  点滅 

 ローダ通信で受信中: 点滅 

無線通信ランプ

(NWS) [橙] 

 NWS 通信でのデータ送受信時: 2 回点滅 

 データ送受信をしていない時: 点灯 

(NWS 通信付き COM-KG のみ) 

 

3. 取 付 
 

3.1 取付上の注意 
(1) 以下の周囲温度、周囲湿度、設置環境条件の範囲内で使用してください。 
 許容周囲温度: 10～55 C 
 許容周囲湿度: 5～95 %RH (絶対湿度: MAX. W. C 29.3 g/m3 dry air at 101.3 kPa) 
 設置環境条件: 屋内使用 

 高度 2000 m まで 
(2) 特に、つぎのような場所への取り付けは避けてください。 
 温度変化が急激で結露するような場所 
 腐食性ガス、可燃性ガスが発生する場所 
 本体に直接振動、衝撃が伝わるような場所 
 水、油、薬品、蒸気、湯気のかかる場所 
 塵埃、塩分、鉄分の多い場所 
 誘導障害が大きく、静電気、磁気、ノイズが発生しやすい場所 
 冷暖房の空気が直接あたる場所 
 直射日光の当たる場所 
 輻射熱などによる熱蓄積の生じるような場所 

(3) 取付け時の配慮 
 動力線から 200 mm 以上離して取り付けてください。 
 配線、保守、耐環境を考慮し、機器の上下は 50 mm 以上のスペースを確保 

してください。 
 
3.2 外形寸法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 DIN レールへの取り付けと取り外し 

 取付方法 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 取り外し方法 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

DIN レール取り付けのほかに、卓上での使用もできます。 

 

4. 接 続 
 
 
 
 
 
4.1 配線上の注意 
 通信信号線は、ノイズ影響の影響を避けるため、計器電源線、動力電源線、

負荷線から離して配線してください。 
 パソコンがノイズ影響の影響を受けて誤動作するときは、USB ケーブルに

フェライトコアを取り付けてください。フェライトコアの取付位置は、下図
を参考にしてください。 

 
 
 
 
 

4.2 ローダ通信をしたいときの接続 
パソコン、COM-KG および当社のローダ通信コネクタ付き調節計は、USB ケー

ブルおよびローダ通信ケーブルで接続します。コネクタの向きに注意して接続し

てください。 

 接続例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

パソコン側の通信設定およびローダ通信時のデバイスアドレスは、ロー

ダ通信をする当社製品の通信取扱説明書で確認してください。 

 

 
 ローダ通信ケーブル W-BV-01、W-BV-05 

COM-KG は計器電源 ON/OFF いずれの状態でも使用できます。 
(当社 RZ series と接続するときは、計器電源 ON で使用します。) 

W-BV-01: 電源 OFF の計器にケーブルを接続して約 2 秒後、COM-KG は

計器に電源を供給します。 

W-BV-05: 電源 OFF の計器にケーブルを接続すると、COM-KG は計器に

電源を供給します。 

 ローダ通信ケーブル W-BV-03 

COM-KG は、必ず計器電源 ON 状態で使用します 
 

COM-KG から電源供給された当社製計器の表示状態: 
 

FB series、RB series 
等 

PV/SV 表示部に「----」表示 

PF900/901 状態表示ランプ(RESET, RUN, FIX, MAN, HOLD, 
STEP.SET, PTN.END) が全点灯、状態表示ランプ
以外の前面表示部は全消灯 

FZ series、PZ series 
GZ series 

PV 表示部に「LoAd」表示 
SV 表示部に「-----」表示 

 
ローダ通信による電源供給機能は、USB ハブ (ローパワーポート) では使

用できません。 

 
 

4.3 シリアル通信をしたいときの接続 
ツイストペアケーブルはお客様で用意してください。 

 接続例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 コネクタピン構成と信号内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

[RS-485] [RS-422A] 

ピン番号 信号名 記号  ピン番号 信号名 記号 

 5 * 不使用   5 受信データ R (B) 

 4 * 不使用   4 受信データ R (A) 

3 送受信データ T/R (B)  3 送信データ T (B) 

2 送受信データ T/R (A)  2 送信データ T (A) 

1 信号用接地 SG  1 信号用接地 SG 

* 4 番、5 番ピンには、何も接続しないでください。 
 誤動作の原因になります。 

 
 

[RS-485] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[RS-422A] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 コネクタ配線時の注意 

 電線は撚線を使用してください。 

 撚線は 0.25～0.5 mm2 (AWG 26-20) の太さ (断面積) の線を使用してくだ

さい。 

 むき線の長さは、以下の値にしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.4 NWS-Mini と無線通信をしたいときの接続 
NWS 通信付き COM-KG は、選択した当社 NWS-Mini (1 台) と無線通信が行え、

ホストコンピュータによって温度センサ校正温度設定や測定値の確認等ができ

ます。 

NWS-Mini と無線通信をするには、接続後に通信で以下の設定が必要です。 

 通信モード切換 (識別子 CS) [出荷値: 1 (NWS 通信モード)] 
「1 (NWS 通信モード)」に設定されていることを確認します。 

 無線周波数グループ設定 (識別子 HZ) 
無線通信をしたい NWS-Mini が属する周波数グループを選択します。 

 無線アドレスグループ選択 (識別子 AD) 
無線通信をしたい NWS-Mini が属するアドレスグループを選択します。 

 センサのチャンネル指定 (識別子 CH) 
無線通信をしたい NWS-Mini の入力センサアドレス (入力チャンネル番号) 
を選択します。 

無線通信にかかわるモード切換や設定については、6. 無線通信を開始するため

の設定以降を参照してください。 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

5. COM-KG を使用する前の確認 (メンテナンスモード) 
COM-KG 使用前に、初めにメンテナンスモード(識別子[ZZ]) の設定が必要かどうかを確認してください。[7. RKC 通信プロトコル 参照] 
通常は、出荷値のままで使用できますが、COM-KG の用途に応じて設定を変更してください。 

メンテナンスモードでは、以下の設定ができます。 

 プロテクト設定 (識別子[PZ])  
 通信モード切換 (識別子[CS])  
 COM-KG 通信アドレス (識別子[SA]) 

 

 設定フロー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シリアル／ローダ通信モード時には、誤動作防止のため、計器側デバイスアドレスと COM-KG 通信アドレス (識別子[SA]) が 

重複していないことを確認してください。 

6. 無線通信を開始するための設定 (NWS 通信付きのみ) 
NWS 通信付き COM-KG と無線通信をしたい当社 NWS-Mini (1 台) との間で、通信ができるようするための初期設定を行います。 
ホストコンピュータと NWS 通信付き COM-KG を USB ケーブルで接続した後、無線通信を開始する前に必要な設定をしてください。 

無線通信に関する設定は、当社の設定支援ツール PROTEM2 も使用できます。設定支援ツール PROTEM2 は、当社ホームページからダウンロードできます。 
 

 無線通信にかかわる設定 [例: 周波数グループ 2 の無線アドレスグループ 1 の NWS-Mini (CH1)と無線通信をしたいとき]  
 

 

本例では、以下のような出荷値で使用します。 

プロテクト設定 (識別子[PZ]): 0 (OFF) 通信モード切換 (識別子[CS]): 1 (NWS通信モード) COM-KG 通信アドレス (識別子[SA]): 99 
 

 
 

無線周波数グループ設定 (識別子[HZ]) で「2」を設定します。 

設定範囲：0～12 (出荷値: 0) [0 (周波数グループ1) ～ 12 (周波数グループ13) ] 
 

設定変更した無線周波数グループを有効にするには、COM-KG への供給電源を一度 OFF にして再度 ON にしてください。 

 

 

無線アドレスグループ選択 (識別子[AD]) で「1」を設定します。 

設定範囲：0～15 (出荷値: 0) [0 (アドレスグループ0) ～ 15 (アドレスグループ15) ] 
 

設定変更した無線アドレスグループを有効にするには、COM-KG への供給電源を一度 OFF にして再度 ON にしてください。 
 

 
 

センサのチャンネル指定 (識別子[CH]) で「0」を設定します。 

設定範囲：0～5 (出荷値: 0) [0 (アドレス1 (CH1)) ～ 5 (アドレス6 (CH6)) ] 
 

センサのチャンネル指定は、無線通信をしたい NWS-Mini の「周波数グループ／アドレス設定スイッチ」の番号 6～8 の設定に合わせてくだ 
さい。「周波数グループ／アドレス設定スイッチ」については、NWS-Mini 設置・配線取扱説明書 (IMR02U06-J) または NWS-Mini-5 設置・ 
配線取扱説明書 (IMR02U11-J) を参照してください。 

 

 

無線温度センサ変換器 NWS-Mini 

ホスト 
コンピュータ 

周波数グループ 2 の 
無線アドレスグループ 1 

入力センサ 
アドレス 0 

(CH1) 

入力センサ 
アドレス 1 

(CH2) 

入力センサ 
アドレス 5 

(CH6) 

例：選択した NWS-Mini (CH1) との無線通信イメージ 

COM-KG 

NWS 通信  
(無線) 

チャンネル指定した NWS-Mini (CH1) の
データだけが、NWS 通信付き COM-KG
を介して、ホストコンピュータとの通信
ができます。 

USB 通信 
(RKC通信 
プロトコル) * 

COM-KG と NWS-Mini は、お互いが見える位置で使用してください。 
(伝送距離: 約 80 m [見通し距離]) 

* ANSI X3.28-1976  
 サブカテゴリ 2.5、A4 準拠 

最大 
6 台 

NWS-Mini については、

NWS-Mini 設置・配線取扱説明

書 (IMR02U06-J) または

NWS-Mini-5 設置・配線取扱説

明書 (IMR02U11-J) を参照

してください。 

 

感電防止および機器故障防止のため、本機器や周辺機器の電源を OFF にし

てから、接続および切り離しを行ってください。 

フェライトコア* (別売り) 

*フェライトコア (推奨品):  
ZCAT2032-0930 (TDK 製) 

USB ケーブル 

ホストコンピュータ ** 
(パソコン) 

ローダ通信 

シリアル 

通信 

COM-KG 
ローダ通信 

コネクタ付き 

調節計 

シリアル通信 

機能付き調節計

(RS-485/RS-422A) 

無線温度センサ 

変換器 

NWS-Mini *** 
*** NWS 通信付き COM-KG を使用できるのは 

日本国内のみです。 

(USB 通信) 

** パソコン側の送信遅延時間
1 は 

 200μs 以上に設定してください。 

 1 COM-KG からの応答電文をパソコン側が受信して 
  次の送信電文を送る時間 

NWS 通信 *** 
(無線) 

USB ケーブル (1 m) ............................................................................ 1 

取扱説明書 (本書) ............................................................................... 1 

付属品 

* COM-KG は、終端抵抗 (120 ) を内蔵しています。 

**R: 終端抵抗 (例: 120   1/2 W) 
使用環境や通信距離によって、通信エラーが頻繁に発生する場合は、 
終端抵抗を接続してください。 

シリアル通信 
コネクタ 

ツイストペアケーブル 
(シールド付) 

T/R (A) 

T/R (B) 

1 SG 

2 

計器 
(例: FZ400/FZ900) COM-KG* 

3 

4 

5 

 

 

通信端子 

34 

35 

36 

T/R (A) 

T/R (B) 

SG 

R** 

ペア線 

* COM-KG は、終端抵抗 (120 ) を内蔵しています。 

**R: 終端抵抗 (例: 120   1/2 W) 
使用環境や通信距離によって、通信エラーが頻繁に発生する場合は、 
終端抵抗を接続してください。 

シリアル通信 
コネクタ 

T (A) 

T (B) 

1 SG 

2 

計器 

(例: FZ400/FZ900) COM-KG* 

3 

4 

5 

R (A) 

R (B) 

通信端子 

32 

33 

34 

R (B) 

SG 

R (A) 

35 

36 

T (A) 

T (B) 

R** 

ツイストペアケーブル 
(シールド付) 

ペア線 

調節計側の

ローダ通信 

ポート形状 

シリアル通信 
コネクタ 
 

1 

2 

3 

5 

4 

8 mm (むき線長さ) 

芯線断面積: 0.25～0.5 mm2 

 (AWG 26-20) 

コネクタ型式:  
FK-MC 0,5/5-ST-2,5 
(Phoenix 製) 

 
本製品の分解、修理、および改造はしないでください。 
感電・火災・故障の原因になります。 

無線通信をしたい NWS-Mini の周波数グループを設定する 

無線通信をしたい NWS-Mini の入力センサアドレス (入力チャンネル番号) を設定する 

設定終了 

メンテナンスモードの設定をする 

無線通信をしたい NWS-Mini の無線アドレスグループを設定する 

メンテナンスモードに切り換える 

プロテクト設定 (識別子[PZ]) 通信モード切換 (識別子[CS]) ** COM-KG 通信アドレス (識別子[SA]) 

通常モードに切り換える 

識別子[ZZ]を「0: 通常モード」から「1: メンテナンスモード」にする。 

0: OFF(出荷値) 
1: プロテクトモード * 

* プロテクトモードに切り換えると、メンテナンスモー

ドを強制終了します。プロテクトモードのときには

COM-KG と計器間の通信は継続しますが、ホストコン

ピュータと COM-KG 間の RKC 通信プロトコルによる

通信はできないようになります。プロテクトモードを

解除するには、一度電源を OFF にして再度 ON してく

ださい。 

0: シリアル／ローダ通信モード 
シリアル通信、ローダ通信を行うためのモード 
です。 

1: NWS 通信モード 
無線通信を行うためのモードです。 

0～99 (出荷値: 99) *** 

*** COM-KG 通信アドレスは、設定変更後に 
即 COM-KG に反映します。 

 

シリアル／ローダ通信モード時に、計器側

デバイスアドレスが「99」の場合は、出荷

値のままでは通信ができませんので、

COM-KG 通信アドレスを重複しないアド

レスに変更します。 

メンテナンスモード中は、通信を停止状態にします。 

識別子[ZZ]を「1: メンテナンスモード」から「0: 通常モード」にする。 

** NWS 通信付き COM-KG を有線 (シリアル通信、ローダ通信) で
使用したい場合には、「0: シリアル／ローダ通信モード」に切り

換えることで可能になります。 

USB コネクタ 

電源ランプ (PWR) ローダ通信 
コネクタ 

シリアル通信

コネクタ 

このランプは 
使用しません 

無線通信ランプ (NWS) 

データ受信ランプ (RX) 

銘板ラベル 

データ送信ランプ (TX) 

(単位: mm) 

38
.6

 

(24.5) 100 (33.1) 23.2 

(5) (13.4) 

基準面 

取付具 

(A) 引き下げる 

(B) 押し込む 

(C) ロックする 

DIN レール 

(B) 持ち上げるようにして 
外す 

(A) 引き下げる 

DIN レール 

取付具 

パソコンの 
USB ポートへ接続 

USBコネクタ 
へ接続 

FZ110 ローダ通信コネクタ 

ローダ通信ケーブル 
1.5 m (W-BV-05) 

[FZ110/400/900 用] 

ローダ通信 
コネクタへ接続 

計器のローダ 
通信コネクタへ接続 

USB ケーブル 1 m 
(COM-KG 付属) 

COM-KG 

パソコンの 
USB ポートへ接続 

USB コネクタへ
接続 

FZ400 ツイストペアケーブル 
(シールド付き) 

シリアル通信 
コネクタへ接続 

USB ケーブル 1 m 
(COM-KG 付属) 

RS-485/RS-422A 

計器の 
通信端子へ接続 

COM-KG 

取扱説明書[NWS-Mini 対応版] 



 

 
技術的なお問い合わせは、カスタマーサービス専用電話 TEL (03) 3755-6622 をご利用ください。 
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7. RKC 通信プロトコル 

COM-KGとホストコンピュータ間でのデータ通信 (USB通信) は、RKC通信 (データリンク確立の方式： ポーリング／セレクティング方式) で行います。 

基本的な手順は、ANSI X3.28-1976 サブカテゴリ2.5、A4 およびJISの基本形データ伝送制御手順に従っています。(セレクティングは、ファストセレクティングを採用) 

 
7.1 ポーリング 

ポーリングは、ホストコンピュータと接続したCOM-KGからのデータ送信を勧誘する動作です。 

 ポーリングシーケンス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1) データリンク初期化 (6) ACK (肯定応答) 

(2) ポーリングシーケンス送信 (7) NAK (否定応答) 

(3) COM-KG のデータ送信 (8) ホストコンピュータの無応答 

(4) EOT の送信 (COM-KG のデータ送信終了) (9) ホストコンピュータの応答不確定 

(5) COM-KG の無応答 (10) EOT (データリンク終結)

 

7.2 セレクティング 

セレクティングは、ホストコンピュータがCOM-KGに対し、データを受信するように勧誘する動作です。 

 セレクティングシーケンス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) データリンク初期化 

(2) セレクティングアドレス送信 

(3) ホストコンピュータのデータ送信 

受信可能／不可能な数値データについては、● 数値データの扱いを参照してください。 

(4) ACK (肯定応答) 

(5) NAK (否定応答) 

(6) COM-KG の無応答 

(7) EOT (データリンク終結) 

 
 数値データの扱い 

受信可能なデータ 
・COM-KG は、ゼロサプレスされたデータまたは小数点以下を省いたデータでも受信可能です。 

桁数は、識別子によって異なります。(ただし、桁数は 7 桁以内) 

例: データが1.5 のとき、ホストコンピュータが 001.5、01.5、1.5、1.50、1.500 と送信した場合 
 でも、COM-KG は受信可能です。 
 
・ホストコンピュータが小数点なしの項目に小数点ありのデータを送信した場合、COM-KG は小数点以下 

を切り捨てた値で受信します。 

例: 設定範囲が 0～200 のとき、COM-KG は以下のように受信します。 

送信データ 0.5 100.5 

受信データ 0 100 
 

・COM-KG は、決められた小数点以下の桁数に合わせた値で受信します。それ以下の桁は切り捨てとなります。 

例: 設定範囲が10.00～10.00 のとき、COM-KG は以下のように受信します。 

送信データ .5 .058 .05 0 
受信データ 0.50 0.05 0.05 0.00 

 
受信不可能なデータ 
・ホストコンピュータが以下のようなデータを送信した場合には、COM-KG は NAK 返答します。 

+ プラス符号およびプラス符号が付いたデータ 
 マイナス符号のみ (数字なし) 
. 小数点 (ピリオド) のみ 
. マイナス符号と小数点 (ピリオド) のみ 

 
 

 
7.3 通信データ一覧 

通信データ一覧項目の説明 

 識別子: RKC 通信における通信データの識別子  出荷値: 通信データの出荷値 

 属 性 (ホストコンピュータからみた通信データのアクセス方向)  メンテナンスモード 

RO: 読み出しのみ可能  (ホストコンピュータ  COM-KG)  シリアル通信モード 

RW: 読み出しおよび書き込み可能  (ホストコンピュータ  COM-KG)   NWS 通信モード 

 データ範囲 (通信データの読み出し範囲または書き込み範囲)  

 
 
 
 

アクセスの可否（〇：アクセス可、△：条件付きでアクセス可、×：アクセス不可） 

名 称 識別子 属性 データ範囲 出荷値 
メンテ 
ナンス 
モード 

シリアル

通信 
モード 

NWS 通信 
モード 

モニタ項目 (NWS 通信モード時のみアクセス可能) 

測定値 (PV) a M1 RO 0: K 52.7～602.7 C 
1: K 210.0～+1450.0 C 
2: J 210.0～1240.0 C 
3: R 130.0～1850.0 C 
4: S 130.0～1850.0 C 
5: B 90.0～1890.0 C 
6: E 210.0～1060.0 C 
7: N 60.0～1360.0 C 
8: T 210.0～430.0 C 
9: W5Re/W26Re 120.0～2420.0 C 
10: PLⅡ 70.0～1470.0 C 
11～15: 電圧/電流入力 1000～11000  
バーンアウトを含めた入力の測定範囲です。 

 × × 〇 

センサ異常ステータス a B1 RO Bit 0: 断線警報 
Bit 1: 内部温度警報 
Bit 2: 調整データ異常 
Bit 3: A/D 変換値異常 
データ 0: 異常なし   1: 異常あり 

 × × 〇 

バッテリー残量 a BL RO 0: 電池交換時期 
1: 電池残量低下 
2: 電池残量に余裕あり 

 × × 〇 

無線受信強度 a WR RO 0: 無線通信異常 
1: 無線通信正常、電波強度弱 
2: 無線通信正常、電波強度強 

 × × 〇 

エラーコード a ER RO Bit 0: 不使用 
Bit 1: データバックアップエラー 
Bit 2: 無線回路不良 
データ 0: 異常なし  1: 異常あり 

 × × 〇 

センサ設定完了ステータス a ST RO Bit 0: CH1 
Bit 1: CH2 
Bit 2: CH3 
Bit 3: CH4 
Bit 4: CH5 
Bit 5: CH6 
データ 0: 設定完了  1: 設定中  
♠マークの通信項目データを変更すると「1」がセッ

トされ、NWS-Mini 側の設定が更新されると自動的に

「0」に戻ります。 

 × × 〇 

小数点位置 a DP RO 0: 小数点なし 2: 小数点以下 2 桁 
1: 小数点以下 1 桁 3: 小数点以下 3 桁  
熱電対入力選択時は 1 固定となります。 

 × × 〇 

設定項目 (NWS 通信モード時のみアクセス可能) 

センサの使用/不使用 EN RW 0: 不使用 
1: 使用 

1 × × 〇 

PV バイアス PB RW 熱電対入力時: 50.0～50.0 C 
電圧/電流入力時: 500～+500 
 
電圧/電流入力は、小数点位置が変更できます。 

0.0 × × 〇 

PV レシオ PR RW 0.500～1.500 1.000 × × 〇 
サンプリング周期 
♠ 

HE RW サンプリング周期の単位 0 選択時 
2～10 (0.2～1.0 秒) 
サンプリング周期の単位 1 選択時 
1～60 (1～60 秒) 
サンプリング周期の単位 2 選択時 
1～60 (1～60 分) 

1 × × 〇 

無線通信異常時の 
表示温度設定値 

DS RW 熱電対入力時: 3000.0～3000.0 C 
電圧/電流入力時: 30000～+30000 
 
電圧/電流入力は、小数点位置が変更できます。 

3000.0 × × 〇 

無線通信異常時の 
表示値選択 

DU RW 0: 無線通信異常時直前の測定値 (PV) を継続 
1: 無線通信異常時の表示温度を表示 
 (無線通信異常時の表示温度設定値で 
 設定した値を表示) 

0 × × 〇 

無線通信異常判断回数 DC RW 1～200 回 3 × × 〇 
(次段へ続く) 

 

アクセスの可否（〇：アクセス可、△：条件付きでアクセス可、×：アクセス不可） 

名 称 識別子 属性 データ範囲 出荷値 
メンテ 
ナンス 
モード 

シリアル

通信 
モード 

NWS 通信 
モード 

設定項目 (NWS 通信モード時のみアクセス可能)        [左段からの続き] 

入力の種類選択 
♠ 

XI RW 0: K 50.0～600.0 C 
1:  K 200.0～+1372.0 C 
2:  J 200.0～1200.0 C 
3:  R 50.0～1768.0 C 
4:  S 50.0～1768.0 C 
5:  B 0.0～1800.0 C 
6:  E 200.0～1000.0 C 
7:  N 0.0～1300.0 C 
8:  T 200.0～400.0 C 
9:  W5Re/W26Re 0.0～2300.0 C 
10: PLⅡ 0.0～1390.0 C 
11: DC 0～1 V 
12: DC 0～100 mV 
13: DC 0～10 mV 
14: DC 0～20 mA 
15: DC 4～20 mA 
 
14、15 は抵抗 50を接続し、使用してください。 
16～19 は使用しないでください。 

0 × × 〇 

統一入力の 
入力レンジ下限値 b 

XW RW 20000～20000 
[小数点位置は、統一入力の小数点位置設定による] 

0 × × △ 

統一入力の 
入力レンジ上限値 b 

XV RW 20000～20000 
[小数点位置は、統一入力の小数点位置設定による] 

10000 × × △ 

統一入力の 
小数点位置 b 
 

XU RW 0: 小数点なし 2: 小数点以下 2 桁 
1: 小数点以下 1 桁 3: 小数点以下 3 桁  
熱電対入力選択時は設定無効となります。 

2 × × △ 

無線アドレスグループ選択 c 
♠ 

AD RW 0～15 
[0 (アドレスグループ 0)～15 (アドレスグループ 15)] 

0 × × 〇 

無線周波数グループ設定 c HZ RW 0～12 
0:グループ 1 5:グループ 6 10:グループ 11 
1:グループ 2 6:グループ 7 11:グループ 12 
2:グループ 3 7:グループ 8 12:グループ 13 
3:グループ 4 8:グループ 9 
4:グループ 5 9:グループ 10 

0 × × 〇 

センサのチャンネル指定 CH RW 0～5 
0:アドレス 0 (CH1) 3:アドレス 3 (CH4) 
1:アドレス 1 (CH2) 4:アドレス 4 (CH5) 
2:アドレス 2 (CH3) 5:アドレス 5 (CH6) 

0 × × 〇 

サンプリング周期の単位 
♠ 

SU RW 0: 0.1 秒 1: 1 秒 2: 1 分 1 × × 〇 

温度センサ校正温度 1 d R1 RW 196.0～1100.0 C 100.0 × × △ 
温度センサ校正温度 2 d R2 RW 196.0～1100.0 C 200.0 × × △ 
温度センサ校正温度 3 d R3 RW 196.0～1100.0 C 300.0 × × △ 
温度センサ校正値 (誤差) 1 d D1 RW 10.0～10.0 C 0.0 × × △ 
温度センサ校正値 (誤差) 2 d D2 RW 10.0～10.0 C 0.0 × × △ 
温度センサ校正値 (誤差) 3 d D3 RW 10.0～10.0 C 0.0 × × △ 
温度センサ校正データ送信 a、d 
♠ 

UP RW 「1」を設定すると、温度センサ校正データを 
NWS-Mini に送信します。 
送信が完了すると自動的に「0」に戻ります。 

0 × × △ 

ROM バージョン (NWS 通信モード時のみアクセス可能) 

センサの ROM バージョン a 
♠ 

VR RO 0x0000～0xFFFF  × × 〇 

COM-KG 専用パラメータ 

メンテナンスモード設定 a、e ZZ RW 0: 通常モード 
1: メンテナンスモード 

0 〇 〇 〇 

メンテナンスモード専用通信項目 (メンテナンスモード時のみアクセス可能) 

プロテクト設定 a PZ RW 0: OFF 
1: プロテクトモード 

(COM-KG が RKC 通信プロトコルによる通信応答

をしないようにプロテクトを掛けます。プロテクト

後は、メンテナンスモードを強制終了し、通信モー

ド切換で設定されているモードに遷移します。) 

0 〇 × × 

通信モード切換 CS RW 0: シリアル／ローダ通信モード 
1: NWS 通信モード 

NWS 通信付き COM-KG のみ選択可能 

Note 1 〇 × × 

COM-KG 通信アドレス a SA RW 0～99 99 〇 × × 
COM-KG の ROM バージョン a KG RO 0x0000～0xFFFF  〇 × × 

 
a データがバックアップされない項目です。 
b 入力種類が電圧/電流入力のときのみアクセス可能です。 
c 電源 ON 時のみ、COM-KG に設定が反映されます。設定変更した後は、一度電源を OFF にして再度 ON してください。 
d 入力種類が熱電対/測温抵抗体入力のときのみアクセス可能です。 
e プロテクト設定が「OFF」のときのみアクセス可能です。プロテクトモードのときには「メンテナンスモード設定」にアクセスできません。 
 一度電源を OFF にして再度 ON してプロテクトモードを解除してください。 
Note1: COM-KG-N のとき: 0 (シリアル／ローダ通信モード)、COM-KG-N1 のとき: 1 (NWS 通信モード) 
 

8. 仕 様 

USB 通信機能 

インターフェース: USB Ver. 2.0 準拠 

通信速度: Full speed (12 Mbps) 

接  続: 汎用 USB ケーブルによる接続 (Mini-B コネクタ)  

電源方式: バスパワード (PC 側の USB ポートから電源供給)  

対応動作環境: Windows 7 */Windows 10 * 

 *32 ビット版／64 ビット版 

シリアル通信機能 

インターフェース: EIA 規格 RS-485 準拠 

 EIA 規格 RS-422A 準拠 

接続方式: RS-485: 2 線式半二重マルチドロップ接続 

 RS-422A: 4 線式半二重マルチドロップ接続 

同期方式: 半二重調歩同期式 

通信速度: 2400 bps、4800 bps、9600 bps、19200 bps、38400 bps、 

 57600 bps、115200 bps 

データビット構成: スタートビット: 1 

 データビット: 7 または 8 

 パリティビット: なし、奇数、偶数 

 ストップビット: 1 または 2 

プロトコル: パソコン側のアプリケーションによる 

コントローラ接続数: 最大 31 台 (RS-485/RS-422A) 

終端抵抗: 終端抵抗 (120 ) 内蔵 

NWS 通信機能 (無線) 

周波数帯: 2.402 MHz～2.482 MHz 

 日本の電波法の規則であり、国内のみ使用可能 

 (外国では使用不可) 

伝送距離: 約 80 m (見通し距離) 

センサ認識台数: 1 台 

適合規格: 証明規則第 2 条第 1 項第 19 号に規定する特定無線設備 

一般仕様 
電源電圧: DC 5 V5  (USB バスケーブルから供給) 
 ローダ通信による電源供給機能は、USB ハブ (ローパワー 

 ポート) では使用できません。 
消費電流: 最大 200 mA (ローダ通信で電源供給時) 
 最大 100 mA (シリアル通信時) 

許容周囲温度: 10～55 C 

許容周囲湿度: 5～95 %RH (結露がないこと) 

 絶対湿度: MAX.W.C 29.3 g/m3 dry air at 101.3 kPa 

ケース材質: ポリカーボネート (難燃度: UL94V-2) 

質  量: 約 50 g (本体のみ) 
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